
January 1981 評 -9l-

オスカー・ランケF

『計量経済学入門』

Oskar Lange, Introduction to Econometrics!). Per-

gamon Press, London, Oxford, New York, Paris,

1)本署の初版は, 1957年にポーランド語で発行さ

れた。英語版作成に当ってはLange自身の手で改訂

がおこなわれ,翻訳はEugeneLepaが担当している=
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1959, pp. x, 384.

をI〕本書はLangeがワルソ-大学政治経済学部でおこ

なった講義を骨子として書かれたものであり,表題にみ

られるように入門書的性櫓が極めて強い。従って,従来

入門書をあまりとりあっ示ってきていない『経済研究』

での書評としては寒例に属するかもしれない。しかし同

著が,現在ポ-ランドの社会主義建設に貢献している

Langeの手によるものであり,その記述が社会主義への

応用を考慮して書かれている事情を考えれば書評の価値

は充分見出されると恩う。特に,近年社会主義国では計

量経済学に対する再評価の動きがあると伝えられている

だけに, Langeの主張は∵層注目されなければならない。

同著は,主部をなす3章とそれを統括するIntroduc-

tionの部分より構成されているO　まず,Introductionで

は計量経済学発展の歴史的背景を考察して十、る。 Lacge

によれば,計量経済学の発展が資本主義国における独占

化の過程と期を一にしたことは決して偶然ではない。と

いうのは計量経済学的研究が資本主義国家および大私企

業の政策的要請と関連を持っているからである。初期に

おける計量経済学的研究は景気予測の面にむけられた。

この段階では,計量経済学的研究は私企業が景気に順応

して損失を最小にする削勺に使用された。しかし,国家

が経済に介入するにおよんで,この種の分析は終りをつ

げた。第2の計量経済学的分野は市場分析である。独占

企業の登場はあらたに価格操作の可能性をもたらし,こ

の結果,価格と需要・供給関係の分析が必要となった。

この分析が資本主義的政府にとっても経済政策上重要で

あることは論を待たない。計量経塀学の第3の分野は

"Programming"に関するものであるOこの理論が戦争

遂行のための経済計酎勺要請からアメ′リカで発生したこ

とは興味ある事実といえる。

以上の見解は社会主義経済学者よりみた歴史的解釈と

して一応うなずけるものといえよう。しかし,我々がよ

り興味をもつのは社会主義下における計量経済学の応用

の可能性であろう。 Langeは当然のことながら"Progr一

息mining　の社会主義への応用を主張する。元来この理

論の含む要素にはむしろ社会主義への応用に通したもの

が多いことはすでに多くの論者によって認められていた。

社会主義経済学者がおそまきながらこの応用を考えはじ

めたことは極めて有意義なことといえよう。次にLange

・は市場分析がある程度社会主義に応用し得ることを認め

ているoすなわち,政府が価格を決定しようとする場合,

需要分析を利用すれば政策的な誤りはさけられる点に

Langeは注目している。景気予測は社会主義ではほと

んど応用出来ないとするLangeの立場は社会主義者と
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して当然であろうが,それでもなおこの分析が統計技術

上にもたらした功績は高く評価している。

以上の論述は,従来ややもすると計量経済学的技術を

公式論的に排撃していた多くの社会主義経済学者の見解

とかなりの相違が見出されるだけでなく, Lange自身の

『統計学入門』2)での主張よりも大きく変化している。

特に,市場分析を積極的に社会主義へ応用しようとして

いることは注目に価しよう。

〔II〕次に,同著の主部であるCli. 1-3の検討に移ろ

う　Ch.1はノ、-ノトド法で景気分析に用いられた統計

的方法が示されている。同章の内容は資本主義国におけ

る教科書とほぼ同一でありトレンドの計測法(移動平均

法'多項式の当ては妙,ロジスティック曲線の計測等)

季節変動の分析法等の技術的説明を与えているが特に注

目すべきものはない。更にCli.1では--バ-ド景気予

測に用い′られたバロメ-タ←・についてふれている。こゐ

方法が1929年の恐慌を予測し得ず景気予測の地位から

転落したノことは周知の事実であり, Lange自身もこれを

過去のものとして評価している。彼は,これにかわるも

のとしてKeynes流の国民所得計算の登場にふれている

が特に目立った論述はない。

Ck 2の「市場分析」では需給理論の解説と弾力性の

測定法が中心をなしている。まず1節3)でクトノレ-ノー

型およびマ-シャル型の需要供給関係が説明されている。

2節では価格弾力性の概念が簡単な例で解説されている。

3節は需要e供給関係の測定問題にあてられている。需

要・供給函数とも価格と需給問の函数関係を示している

ものであるが,統計的に測定出来るのは均衡点における

価樽と数量の組合せだけである。従って,需要・供給函

数を測定するには時間的な均衡点の移動を利用する以外

・[こ方法はないがその移動の原因が需拾いづれの函数の変

化によるのであるかがわからなければ函数関係を計測す

ることが出来ない。この問題は"Identi丘cation Probl-

em"といわれて資本主義国の計量経済学では一応解決

ずみのものである4)。しかし, Langeはなぜかこれらの

業績にはふれずSclmltzS)等の古典的研究をあげている

にすぎない。更に,同節では資本主義国においておこな

われた需要分析の若干が紹介されている。 4節ではクロ

2)オスカ・ランゲ『社会主義体制における統計学

入門』 (都留重人監修訳　岩波1953)

3)同著では節番号を附していないが,解説の便宜
上節の順に番号を附しておく。

4) T. Koopmanes, ed.., Statistical Inference in

Dynamic Economic models, 1950を参照せよ。

5) H. Schultz, The Theoγy and Measurement of

Demand,.1938.
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スセクションデータ-によるエンゲル曲線算定の問題が

とりあ`げられ, Wold.6)による所得効果と価格効果の結

合も考えられているoL5節では, 「くもの巣理論」を引用

しSpecialCycleの説明をおこなっている。同車の最後

の節はパレ-ト曲線の説明をおこなっているが,同曲線

に対するLangeの態度は『統計学入門』当時よりはる

かに弾力的な態度をとっている。以上の過程を通じて見

出される1つの事実は, Langeが計量経済学自体に対し

て態度をやわらげているにもかかわらず計量経済学のと

っている推測統計的方法に対してはかなり批判的な態度

を推持していることであり7),記述統計的立場を堅持し

ていることは留意されねばならない。

〔III〕Ch. 3では"Programming"の問題がとりあげら

れている。 Langeの主張によれば, "Programming　は

(1)Programの触矛盾性と(2)有効性の2点から検討す

る必要がある　Langeはまず(1)の解決よりはじめる。

彼は産業構造の関連を明らかにするレオンティフ表を説

明し,ついでマルクス体系よりみたレオンティフ表の解

説をおこなう。後者は,技術的にみる限り特に新しい試

みとも思えないがマノレクス経済学者の立場よりみればあ

る程度興味あることかも知れない。次の2節は,技術係

数の問題にあてられており物量表示の技術係数と金額表

示のそれと関連や技術行列の逆行列要素の意味,産業の

アグリゲ-ションの関係をわかりやすい方法で解説して

いる。 6節以後はそれまでの静態モデルより離れて蓄積

を考慮した発展モデルを考えている。まず6節では純産

出額が消費と投資に分離される場合の動学的レオンティ

フモデルを考え, 7節では投資係数表が定義される。

Langeは次の2節で産業構造および投資比率が与えら

れたもとでの蓄積が総生産,総雇用におよぼす影響を考

える.すなわち,この条件の下では投資-産出関係は平

均的な係数を用いて分析することが出来,いわゆる成長

論と完全に対応する関係が得られる。しかしレオンティ

フ表を使用して分析するからには当然最適な投資比率の

決定こそ重要である。Langeはこの間題への接近として

10節で各産業の投資効率の問題をとりあげ, 11節では

Program遂行の技術としてのリニヤープログラミング

がとりあげている。しかし,その内容はかなり不徹底で

あり,本署が入門書であることを考慮してもなお改善の

余地が認められるように思う。更に同書では,付録、とし

てKrzyztofProwitによるポーランドデ-タ-を用い

た実証分析が付されている。この分析は,多部門分割に

6) H. Wold & L. Jureen, Demand Analysis, 1953.

7)例えば　p.36の最尤推定法に対する態度をみ

よ。
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よる成長分析で方法自体には新しいものはないが,対象

の地域的特残怪よりみて注目される。また,巻末には,

ポ-ランドの「投入産出表」が付されており資料的興味

をさそっている。

〔IV〕以上みてきたように,同著は技術的にみて資本

主義国における計量経済学と此し大きな差は見出せないoL

しかし,皮肉な言い方をすれば,この特長のなさこそ,

特筆さるべきものである。元来,少なくとも分析技術的

にみる限り資本主義国と社会主義国においてそれほどの

差があるとは考えられない。同様の主張は,さきに『統

計学入門』の書評において森田教授8)によっておこなわ

れ,これに対して上杉教授9)の批判もおこなわれたので

あるが, Langeの分析態度は森田教授の線にそって進ん

でいるとみなすことが出来よう。このような動きは評者

-よりみればむしろおそすぎた観すらあるo　同著が契機と

なって社会主義経済学者の目が正しく計量経済学の技術-

的側面を評価し社会主義建説に新たな武器を加えること

を期待するのは評者のみであろうか。 〔溝口敏行〕


